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井
上
哲
士
議
員
は
13
日
、
参
院
外
交

防
衛
委
員
会
で
日
米
、
日
豪
、
日
英
の

そ
れ
ぞ
れ
の
物
品
役
務
相
互
提
供
協
定

（
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ａ
）
に
つ
い
て
反
対
討
論
。

し
か
し
、
与
党
と
維
新
の
賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。
14
日
の
参
院
本
会
議

で
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

同
委
員
会
質
疑
で
井
上
氏
は
、
シ
リ

ア
の
ア
サ
ド
政
権
軍
の
空
軍
基
地
へ
の

攻
撃
を
行
っ
た
米
国
が
国
際
法
上
の
根

拠
を
示
さ
な
い
も
と
で
、
日
本
政
府
が
、

攻
撃
に
支
持
、
理
解
を
表
明
し
た
姿
勢

を
批
判
し
ま
し
た
。
井
上
氏
は
、
化
学

兵
器
の
使
用
は
許
さ
れ
な
い
と
述
べ
る

と
同
時
に
、「
ア
サ
ド
政
権
が
化
学
兵
器

を
使
用
し
た
と
い
う
認
識
な
の
か
」
と

質
問
。
岸
田
文
雄
外
相
は
「
国
連
機
関

が
調
査
中
」
と
答
弁
。
ま
た
、
井
上
氏

は
、「
空
爆
（
シ
リ
ア
攻
撃
）
を
容
認
す

る
国
際
法
上
の
根
拠
は
あ
る
の
か
」
と

た
だ
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
安
倍

晋
三
首
相
は
、「
米
国
の
考
え
を
聴
取
し

て
い
る
」
と
述
べ
、
根
拠
が
な
い
ま
ま

米
国
支
持
を
表
明
し
た
こ
と
を
認
め
ま

東海ブロックに関係する国会議員の国会論戦

を順次紹介します。 

し
た
。 

 

一
方
、
岸
田
外
相
は
、
「
米
国
か
ら

国
連
に
何
ら
か
の
報
告
が
あ
っ
た
と

は
承
知
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
い
ま

だ
に
米
国
か
ら
国
際
法
上
の
根
拠
は

示
さ
れ
て
い
な
い
と
の
認
識
を
示
し

リ
ニ
ア
建
設 

法
令
違
反
、
土
壌
汚
染
、
Ｊ
Ｒ

東
海
へ
の
指
導
の
徹
底
求
め
る 

本
村
議
員 

本
村
伸
子
衆
院
議
員
は

５
日
、
国
土
交
通
委
員
会

で
、
岐
阜
県
・
愛
知
県
の
リ

ニ
ア
問
題
を
質
問
し
ま
し

た
。 

●
２
度
目
の
法
令
違
反 

本
村
氏
は
ま
ず
、
岐
阜
県

内
の
リ
ニ
ア
工
事
で
法
令

違
反
の
無
許
可
工
事
が
行

わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
質
し
ま
し
た
。 

奥
田
哲
也
鉄
道
局
長
は

２
月
に
岐
阜
県
が
明
ら
か

に
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
日
吉

 

井
上
哲
士
議
員
は
６
日
の
参
院
外

交
防
衛
委
員
会
で
、
日
米
物
品
役
務
相

互
提
供
協
定
（
日
米
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ａ
）
が
安

保
法
制
＝
戦
争
法
に
基
づ
き
、
米
軍
の

武
力
行
使
と
自
衛
隊
を
一
体
化
さ
せ

る
違
憲
性
を
追
及
し
ま
し
た
。 

 

安
倍
政
権
は
戦
争
法
で
、
戦
闘
作
戦

に
参
加
す
る
発
進
準
備
中
の
米
軍
戦

闘
機
へ
の
給
油
を
空
中
も
含
め
て
可

能
に
し
ま
し
た
。 

 

井
上
氏
は
、
戦
争
法
審
議
の
参
考
人

質
疑
で
大
森
政
輔
元
内
閣
法
制
局
長

官
が
、
発
進
準
備
中
の
米
軍
戦
闘
機
へ

の
給
油
を
「
典
型
的
な
一
体
化
の
事

例
」
と
証
言
し
た
と
指
摘
。
こ
れ
に
対

し
、
防
衛
省
の
前
田
哲
防
衛
政
策
局
長

戦
闘
機
へ
の
給
油
は
、
違
憲
の
武
力
行
使
と
一
体
化 

井
上
議
員 

 

 

ト
ン
ネ
ル
準
備
工
事
で
砂
防
指
定
地

や
地
す
べ
り
防
止
区
域
内
で
必
要
な

知
事
の
許
可
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

本
村
氏
は
、
県
内
で
は
リ
ニ
ア
工
事

に
か
か
わ
っ
て
、
法
令
違
反
は
２
件
目

だ
と
指
摘
。
「
前
回
の
法
令
違
反
の
際

に
石
井
大
臣
が
、
“
Ｊ
Ｒ
東
海
を
指
導

監
督
す
る
”
と
答
弁
し
て
い
た
の
に
ど

う
な
っ
て
い
る
か
」
と
批
判
し
ま
し

た
。
ま
た
、
本
村
氏
は
、
県
職
員
が
た

ま
た
ま
現
場
に
行
っ
て
発
見
し
た
。
Ｊ

Ｒ
東
海
ま
た
は
建
設
会
社
、
誰
に
責
任

が
あ
る
の
か
と
原
因
究
明
を
求
め
ま

ま
し
た
。 

 

井
上
氏
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
自
国

の
「
安
全
保
障
上
の
利
益
」
の
た
め
に

国
際
法
違
反
の
対
シ
リ
ア
攻
撃
を
行

っ
た
。
「
法
の
支
配
を
突
き
崩
す
行
動

へ
の
支
持
や
理
解
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。 

は
戦
闘
現
場
と
給
油
場
所
は
離
れ
て

い
る
の
で
「
武
力
行
使
と
一
体
化
し
な

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

一
方
、
井
上
氏
は
、
武
力
行
使
を
行

う
他
国
軍
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

質
問
。
稲
田
朋
美
防
衛
相
は
、
一
般
的

な
情
報
交
換
は
憲
法
上
問
題
な
い
と

し
つ
つ
、
武
力
行
使
を
支
援
す
る
た
め

に
偵
察
な
ど
で
得
た
情
報
を
提
供
す

る
場
合
は
「
例
外
的
に
他
国
の
武
力
行

使
と
一
体
と
な
る
」
と
し
ま
し
た
。 

 

井
上
氏
は
「
情
報
も
油
も
そ
れ
が
な

け
れ
ば
戦
闘
は
で
き
な
い
こ
と
は
同

じ
だ
。
な
ぜ
情
報
提
供
は
一
体
化
と
な

る
の
に
、
給
油
は
一
体
化
し
な
い
と
言

え
る
の
か
」
と
批
判
し
ま
し
た
。 

し
た
。 

石
井
啓
一
国

土
交
通
大
臣
は

「
今
後
と
も
引

き
続
き
、
Ｊ
Ｒ
東

海
を
指
導
監
督

し
て
い
く
」
と
述

べ
る
に
と
ど
ま
り
、
奥
田
局
長
は
「
法

令
違
反
は
工
事
施
工
者
、
指
導
す
る
立

場
は
Ｊ
Ｒ
東
海
」
と
答
え
ま
し
た
。 

●
春
日
井
・
坂
下
非
常
口
の
残
土
処
理 

さ
ら
に
、
本
村
氏
は
、
愛
知
県
春
日

井
市
の
坂
下
非
常
口
か
ら
瀬
戸
市
の

愛
知
県
珪
砂
鉱
業
協
同
組
合
の
土
地

（
通
称
・
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
）
に

運
ば
れ
る
残
土
量
な
ど
を
た
だ
し
、
運

搬
経
路
の
周
辺
住
民
か
ら
多
く
の
不

安
の
声
が
出
さ
れ
て
お
り
、
住
民
の
理

解
と
納
得
が
必
要
だ
と
強
く
迫
り
ま

し
た
。 

●
名
城
非
常
口 

汚
染
土
壌
の
搬
出 

本
村
氏
は
、
環
境
基
準
値
を
超
え
る

鉛
が
出
た
名
古
屋
市
中
区
の
名
城
非

常
口
の
残
土
に
つ
い
て
も
住
民
説
明

会
で
騒
音
、
振
動
、
排
気
ガ
ス
な
ど
多

く
の
質
問
が
出
さ
れ
た
の
に
、
Ｊ
Ｒ
東

海
は
十
分
答
え
ず
に
、
翌
日
に
着
工
す

る
不
誠
実
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ

と
を
批
判
し
ま
し
た
。
本
村
氏
は
、
汚

染
さ
れ
た
土
壌
の
搬
出
先
の
東
海
市

住
民
に
も
説
明
す
る
の
が
当
然
だ
と

指
摘
し
、
住
民
合
意
の
な
い
ま
ま
強
行

す
る
こ
と
は
絶
対
に
や
っ
て
は
な
ら

な
い
と
強
調
し
ま
し
た
。 


